
主催　お茶の水女子大学次世代アントレプレナー育成事業（EDGE NEXT）
　　　お茶の水女子大学サマープログラム
協力　カルティエ／女性社長.net（株式会社コラボラボ企画運営）

お問い合わせ先：お茶の水女子大学研究協力課 edgenext@cc.ocha.ac.jp

Dare My First Step
－世界の女性アントレプレナーに学ぶ

「社会を変える私のファーストステップ」－

7月18日（水）16:40–18:10
お茶の水女子大学共通講義棟2号館201

定員先着100名／要事前申し込み／参加費無料／英語（日本語通訳つき）

文部科学省における次世代アントレプレナー育成事業、東大・筑波大・静岡大・お茶大のコンソーシアム企画にて、
お茶の水女子大学主催、カルティエ協力のもと、本イベントは企画されました。

Dare My First Step－世界の女性アントレプレナーに学ぶ「社会を変える私のファーストステップ」－をテーマに、
カルティエがグローバルに行っている国際ビジネスプラン コンペティション「カルティエ ウーマンズ イニシアチブ 
アワード（CWIA）」の2018年度北米地区受賞者、およびヨーロッパ地区受賞者の2人の女性起業家を迎え、身近な
問題を解決するために大きな第一歩を踏み出した、その経緯や思いを語っていただきます。

申し込み方法
7月17日までにこちらの

フォームよりお申し込みください。

https://goo.gl/1B7vso

クリスティナ・ツヴェタノヴァ
（Kristina Tsvetanova）
2018年度CWIAヨーロッパ地区受賞者
BLITAB TechnologyのCEOおよび共同創業
者。視覚障害者向けの世界初の点字タブレッ
トであるBLITABを共同発明し、2015年には
欧州委員会雇用・社会問題・技能・労働力の移
動担当委員マリアンヌ・ティッセン（Marianne 
Thyssen）から「社会起業および障害のための

欧州賞」を授与され、2017年には、EU女性イノベーター賞（30歳以下）
およびMITイノベーター35アンダー35ヨーロッパを受賞。
ソフィア工科大学で学士号と修士号を取得して優秀な成績で卒業
し、国際的な企業各社のサプライチェーン管理およびインダストリ
アル・エンジニアリングに7年以上従事。技術の力で恵まれない子ど
もたちをエンパワーするために並外れた粘り強さを発揮し、過去2
年間に欧州、米国、メキシコ、シンガポール、中国、日本で大きな実
績を上げ、現代の「社会を動かす人（Social Movers）」の1人に挙げ
られる（Agora+D）。

カルティエについて
1847年パリに創業した
ラグジュアリーメゾン。ファ
インジュエリーやウォッチ、
プレシャスオブジェの数
々を手がけ、世界中に
300店近くのブティック
を擁しています。

カルティエ ウーマンズ イニシアチブ アワードについて
カルティエ ウーマンズ イニシアチブ アワードは2006年にカルティエとINSEAD、
マッキンゼー・アンド・カンパニーによって設立された、女性起業家が主導するプロ
ジェクトを認知・支援し、奨励することを目的とする国際ビジネスプラン コンペティショ
ンです。今年度から７つの地域（中南米、北米、ヨーロッパ、サハラ以南のアフリカ、中東
および北アフリカ、極東アジア、東南アジア）から各3名、計21名の女性起業家が
ファイナリストに選出されプライズを受賞します。2019年度 CWIAは現在募集中。
エントリーは2018年8月31日21:00（日本時間）まで受け付けています。
https://www.cartierwomensinitiative.com

イーディン・ユー
（YiDing Yu）
2018年度CWIA北米地区受賞者
医学博士。救急患者のための救命医療を
迅速化する緊急医療連携プラットフォーム、
Twiageの創業者。論文を発表している研究者
であり、40アンダー 40ヘルスケア イノベー
ターを受賞。CEOとしてTwiageをデザインし、
救命医療を迅速化するため、全米のファース

トレスポンダーや病院へと拡大を図る。現在、Twiageは54の病院で
利用されており、その画期的なテクノロジーにより、アメリカ心臓協会
および米国医師会の最優秀イノベーション賞を受賞。Twiageの創業
前は、マサチューセッツ州ボストンに本部のある年間収益20億
ドル規模のヘルスケア・システム、Atrius Healthのチーフ イノベー
ション エンジニアを務める。これまでに数々の賞を受賞しており、
その活動は、ワシントン・ポスト紙（Washington Post）、ファスト・カ
ンパニー誌（Fast Company）、ボストン グローブ紙（Boston Globe）
でも取り上げられている。


